
 

 
平成２８年度 土砂災害対策連絡会 

 
次 第 

 

平 成 2 8 年  1 1 月  2 4 日 （ 木 ） 

地場産業振興センター第５研修室 

 

 

１． 開   会   

 

 

２． 委 員 紹 介 

 

 

３． 委員長選出 

 

 

４． 議   事 

 

（１） 国土交通省北陸地方整備局からの情報提供 

 

 

（２） 気象庁及び金沢地方気象台からの情報提供 

 

 

（３） 土砂災害対策アクションプログラムの実践報告と検証 

 

 

（４） 意見交換 

 

 

５． 閉   会 



平成２８年度 土砂災害対策連絡会について

Ｈ２６．８月 広島市や羽咋市において土砂災害により人的被害が発生
Ｈ２６．１０月 「土砂災害対策連絡会」を設置

Ｈ２７．３月 「土砂災害対策アクションプログラム」を策定

１ 経 緯

２ 今 回 アクションプログラムの実践状況を検証し、今後の課題と対応などについて意見交換

項 目 内 容 検 証 概 要

土砂災害情報シス

テムの改良

・土砂災害警戒情報の補足情
報提供

・緊急速報メールの配信

・今年９月８日の大雨で、県が土砂災害警戒情報を緊急速報メールにより、リア

ルタイムに伝達し、地域住民や登山客の方々などの迅速な避難に繋がった。

能動的ホットライ

ンの実施

・土砂災害危険性の切迫を、
気象台長から市町首長に直接

連絡

・市町から気象台への連絡は増加している。

・気象台長から市町首長へのホットラインは実施なし。Ｈ２９訓練で検証予定。

避難所避難支援ガ

イドラインの作成
推進

・土砂災害警戒区域に立地す
る避難所について、施設利用

方法等を指導

・予定どおり、今年度で作成完了見込み。

地区の防災意識向

上プログラムの実
施

・防災意識向上と地区が継続
的に取組める仕組作り支援

・住民自らが避難判断の重要
性とそのタイミング等を認識

・対象１７市町のうち、今年度は１０市町１０地区で取組んだ。
→ アンケート結果では、避難場所や自主避難判断の認知度が向上、参考になった。

小学校出前講座の

計画的な実施

・土砂災害警戒区域に隣接す
る小学校へ出前講座を実施

・Ｈ３１までの完了を目指す

・今年度は１５校で実施予定。（全９３校のうち、累計４９校）
→ 先生からは、防災について考える良い機会となった等概ね好評な意見。

土砂災害警戒区域、

ハザードマップの
再周知

・土砂災害ハザードマップに
ついて住民の認識向上

・全市町のホームページ掲載は継続。

・新たに、警戒区域周辺の地域で、ハザードマップを郵便局に掲示した。
・新たに、土砂災害啓発チラシを地区を通じ警戒区域内の全戸に配布・回覧した。

要配慮者利用施設

に対する優先的な
ハード整備

・土石流の対策箇所を優先整
備

・Ｈ３１までの完了を目指す

・今年度は、１５箇所を優先して整備中。

・今年度は４箇所が完了見込み。

要配慮者利用施設

管理者に対する説
明会の開催

・安全な避難につなげるため、
現地で技術的助言を行い、施

設管理者の防災知識･意識の
向上を図る

・施設管理者に対して説明会を継続実施。

・砂防サポート隊が施設を訪問し、助言。
・今年９月８日の大雨で、１施設が自主避難行動を取った。
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